
（別紙３）

～ 2025年　12月　12日

（対象者数） 25 （回答者数） 21

～ 2025年　11月　30日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

同年代の地域の子どもたちと触れ合える機会を増やすため、
地域の子どもたちが事業所に足を向けられるような行事（芋
ほりや消防署との連携による防災訓練など）を開催してい
く。

2

発達段階を考慮にしながら、より適切な支援ができるように
研修等を積み重ねて、職員間で共有し、利用者が「仲間って
いいな」と感じてもらえるように研鑚していきたい。

3

強度行動障害支援者養成研修だけにとどまらず、利用者の将
来の生活を見据えて、必要なスキルを身につけられるように
事業所内外の研修に積極的に参加していきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用者、職員も新しい環境に慣れてきたため、地域交流、と
りわけ地域の人との関りの場面を活動に取り入れて交流を
図っていく。

2

個別説明に加えて、別の手段での情報発信があるか検討して
いく。

3

○事業所名 ビータス

○保護者評価実施期間 2025年　11月　11日

○保護者評価有効回答数

2025年　11月　11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　19日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⾧年、地域交流を大切に活動等を行ってきたが、引っ越しに伴
い、新しい場所での地域交流ができていない。

新しい環境のため、利用者が人、場所に慣れることを優先して
いたため、地域活動に関わる準備ができていなかった。

事故防止マニュアルや感染症対策マニュアルなどの家族向け周
知がうまくされていない。

面談の際に口頭での説明だけになっているため、家族が安心で
きるように情報発信をしていく必要がある。

外出の機会を多く取入れ、自分が生活している地域に積極的に
外出して社会経験を積んでいる。

散策時は職員が積極的に地域の人と挨拶することで、事業所と
利用者を認識してもらいながら、利用者自ら挨拶の機会を設け
ている。また、公園等では地域の子どもたちと触れ合えるよう
に職員が仲介している。

集団活動を多く取り入れ、仲間との関りの時間を設けている。 障害特性に配慮しながら、仲間からの声掛け、協同の場面から
仲間との関りの良さ、仲間の必要性等を感じられるような場面
を設定して活動を行っている。

他害、自傷行為等暮らしづらさを抱える利用者に適切な支援が
できるよう資格取得に積極的に取り組んでいる。

保育士、児童指導員はもちろん強度行動障害支援者養成研修を
積極的に受講して、利用者が安心して事業所で仲間と関わりな
がら過ごせるように支援している。

事業所における自己評価総括表公表


